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統合失調症の私が妊娠出産育児してもいいの？～こころの不調や病

気と妊娠・出産ガイドに助けられて～」 

統合失調症当事者 C さん 

 

「私は統合失調症という病気になってしまった。思い返せば、子どものころから、親子の関係がしっくりこない時

があったかもしれない。でも、いい思い出もあるし、なんだかんだここまで生きてきた。結婚して、子どもを産み育

てることが、私に出来るのだろうか？親になっていいのかな？なれるのかな？統合失調症のお母さんでもいいの

かな？」・・・ずっとぐるぐる考えていました。今の夫と付き合っていた頃から考えていました。はっきりとした答え

が出ないまま、それでも夫の温かな人柄が好きで結婚しました。 

統合失調症のお母さんの体験談が知りたくて、インターネットでたくさん検索しました。正直、不安になるような

情報もたくさんありました。たまに、体験談を見つけても、とても離れた存在に感じました。「統合失調症の子ども

は幸せになれないの？」「やっぱり苦労が多いよね・・・」「妊娠中に薬をのんでいいのか、方法や考えがそれぞれバ

ラバラで何を信じたら？」「だれに相談したらいいのかな？」不安ばかりが浮かびました。 

とはいえ、年齢のことを考えるとずっと悩んでもいられず、妊活をしました。迷いながらの妊活は、落ち込むこ

ともたくさんありました。 

「ようやく授かった！今度こそ！」そんな時に、“こころの不調や病気と妊娠・出産ガイド”が公開されました。こ

れまで「お医者さんに相談しましょう」と漠然と言われるようなことが、項目ごとにたくさん説明されていました。

妊娠糖尿病と精神科の薬の関係など、知らなかったことも書かれていました。 “妊娠・出産・子育てについて相談

できる人や場所に関する Q&A”もとても学びになりました！ 

妊娠中は心身がとても不安定でしたが、例のガイドを参考に地元の訪問看護のサービスを受けながら、日々を

大切に過ごすことができました。ちょっと気になることや、課題も話し合いながら、お腹の子と一緒に自分も成長

しながら生きていくような手応えが持てました。ガイドが全てにおいて万能という訳ではないのですが、知識がす

こし増えるだけでも心強く、それを支えに医療・行政機関と話し合っていくうちに、コミュニケーションがとれるよ

うになったのが大きいです。「こんなに周りの人に相談したり、頼ったりしてもいいのかぁ～」、意外なところで世

界の見え方が変わりました。大変なことや、理解が得られないことも中にはありますが、私もちょっと強くなり、お



2 

かげさまで出産し、今は育児をしています。生まれたての我が子を抱いたときは感無量でした。 

はじめ「育児はそのうち慣れるよね～？」とぼんやり思っていましたが、次から次へと新しい状況になるので、全

く慣れる暇がないということが、実際の子育てで分かりました。でも、周りの人や機関とコミュニケーションをとる

ことで打開できることもある、と分かった今は不安ばかりではありません。保育園で困ったことがあっても、ちゃ

んと相談して、うやむやにせず、いい方法を見つけようとしています。「きっとこのような積み重ねが我が子にとっ

ても良いのではないかな？出来ることをやれば、それなりに幸せに近づけるのではないかなぁ～」と今では思う

ようになりました。 

巷で言われる、子どもを育てながら自分も育つ、という言葉の意味が少し分かった今。完璧なんてありえないけ

ど、自分の生き方や家族との暮らし方が、前よりも鮮やかになりました。 


